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社協（しゃきょう）は、社会福祉協議会の略称です。

「社協だより」は、皆さまからの社協会費により、発行しています。記事に関するご意見ご感想をお寄せください　　
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第３回かすみがうら市社会福祉大会を開催しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事４ページ）
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予算総額 ： 199,015,000円

令和２年度
基本方針
収支予算

　社会保障改革をはじめ、超少子高齢型人口減少社会が急速に進展する中、地域の生活環境に合わせた福

祉事業の取り組みが重要になると考えております。また、経済情勢や雇用環境の厳しさにより生活困窮や低所

得の問題、ひきこもり等の社会的孤独の問題など、地域における生活課題は深刻化し、広がっています。

　このような状況において、誰もが安心して暮らすことができる福祉の推進を使命とする社会福祉協議会とし

ては、こうした地域福祉の課題を受け止め、「ともに生き みんなと住み続けたい 思いやりのまちづくり」を本

協議会の基本理念として、その解決に向けた取り組みを図ることを目指してまいります。

●●●基本方針●●●

収入の部

支出の部

基本目標１
人を育み支え合い
ふれあいのある　まちづくり
○地域のネットワークづくりの推進
○地域ケアシステム推進事業
○地区社協事業活動の強化
○生きがい対策事業の推進
○福祉体験活動の推進
○ボランティアセンターの推進
○災害ボランティアセンターの推進

基本目標２
生活圏に密着したサービス
及び支援体制づくり
○業務体制の再構築・効率化
○在宅福祉サービスの推進
○介護保険サービスの推進
○障害者総合支援
○総合相談機能の強化

基本目標３
社会福祉協議会発展強化の
ための基盤づくり
○地域福祉活動の財源確保
○地区社協組織の充実
〇社協職員の資質向上及び専門
職員の育成

○広報啓発活動の充実強化
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項　　　目
①会費収入
②寄付金収入
③経常経費補助金収入
④受託金収入
⑤貸付事業収入
⑥事業収入
⑦負担金収入
⑧介護保険事業収入
⑨障害福祉サービス等事業収入
⑩受取利息配当金収入
⑪その他の収入
⑫積立資産取崩収入
⑬サービス区分間繰入金収入
⑭前期末支払資金残高

合　　　計

予算額
4,714,000
755,000

90,477,000
54,011,000
300,000
239,000
169,000

19,008,000
16,651,000

4,000
3,000

152,000
4,659,000
7,873,000

199,015,000

（単位：円）

 
（単位：円）

項　　　目 予算額
86,947,000
11,072,000
998,000
2,620,000
2,235,000
200,000
431,000
797,000
1,283,000
1,300,000
9,123,000
17,025,000
141,000
150,000

24,600,000
3,000,000
5,000,000
1,800,000
8,643,000

①法人運営事業
②共同募金配分金事業
③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ事業
④地区社協育成事業
⑤福祉啓発推進事業
⑥食の自立支援事業
⑦生活福祉資金貸付事業
⑧日常生活自立支援事業
⑨善意銀行事業
⑩小口貸付資金貸付事業
⑪地域ｹｱｼｽﾃﾑ推進事業
⑫地域活動支援ｾﾝﾀｰ事業
⑬子どもヘルパー派遣事業
⑭いばらきねんりんスポーツ事業
⑮生活困窮者自立支援事業
⑯被保護者家計相談支援プログラム事業
⑰被保護者就労準備支援プログラム事業
⑱ファミリーサポート事業
⑲生活支援体制整備事業

①2.37%
②0.379%

③45.462%

④27.139%

⑤0.151%
⑥0.120%
⑦0.085% ⑧9.551%

⑨
8.367%

⑩0.002%
⑪0.002%
⑫0.076%

⑬2.341%

⑭
3.956%

①43.689%

②
5.563%

③0.501%
④1.316%
⑤1.123%

⑥0.100%
⑦0.217%⑧0.400%

⑨0.645%
⑩0.653%

⑪
4.584%

⑫
8.555%

⑬0.071%
⑭0.075%

⑮12.361%

⑯1.507%
⑱0.904%

⑲4.343%

⑳
10.787%

⑰2.512%

⑳元気シニアボランティア事業
㉑居宅介護支援事業

合　　　計

640,000
21,010,000
199,015,000

項　　　目 予算額
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安心・安全に生活していくために

○ボランティアに関する相談・紹介・登録
○ボランティア保険の受付
○ボランティア養成講座の開催
○ボランティア教材の貸出
○ボランティア団体、協力校への援助協力
○ボランティア連絡協議会への活動支援と協力

ボランティア活動の窓口として（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）

○広報紙『社協だより』の発行
○ホームページの充実
○茨城県社会福祉大会への参加
○かすみがうらマラソン 
兼国際ブラインドマラソンへの協力

たくさんの方に福祉活動を知っていただくために

○赤い羽根共同募金活動
○歳末たすけあい募金活動
○災害支援募金活動

共同募金会かすみがうら市共同募金委員会として

○おもちゃ図書館「ひよっこ」の運営
○子どもヘルパー派遣事業の実施【北小学校】
○福祉体験用具の整備 
（インスタントシニア体験）
○福祉体験学習会の実施
○小中学校での福祉体験教育の実施
○母子父子家庭への援助【入学祝い品の配布】
○母子寡婦福祉会への活動支援と協力
○ファミリーサポートセンター事業の実施　

【市受託】

児童・青少年の健全育成と子育て支援のために

○日常生活自立支援事業【県社協受託】の実施
○「食」の自立支援事業【市受託】の実施
○市敬老式典への支援と協力
○いばらきねんりんスポーツ大会予選会の開
催【市受託】

○いばらきねんりんスポーツ大会への参加　
【市受託】
○福祉車両【車いすを乗せることのできる車】
の貸出事業 ※１

○福祉用具【車いす・介護用ベッド】の貸出事業   ※１
○在宅障がい児者歳末お楽しみ会の開催
○盲導犬等利用者への支援
○地域活動支援センターの運営【市受託】
○介護保険事業：居宅介護支援事業所の運営
○老人クラブ連合会への活動支援と協力
○手をつなぐ育成会への活動支援と協力
○生活支援体制整備事業の実施【市受託】 

高齢の方や障がいのある方のために

○赤十字会員啓発運動
○災害救護活動
○救急法講習会の開催
○災害救援物資の配布

日本赤十字社かすみがうら市地区として

○生活福祉資金貸付事業【県社協受託】
○小口貸付資金貸付事業

各 種 貸 付 事 業

○エコキャップ推進事業
○入れ歯回収事業

福祉還元リサイクル促進事業

○社協会員の加入促進
○ネットワークいきいきサロン活動補助金の
給付
○コミュニティづくりのための備品の貸出【無料】

見やすい大判カルタや
室内用グラウンドゴルフセット、
大型輪投げ、魚釣りゲーム
などを団体等へ貸し出します。
サロンや地区のレクリエーションなどで
ご利用ください。 要予約

○地区社会福祉協議会への活動支援と協力

地域の活動を活発にするために

令和２年度
事業計画

○心配ごと相談所の開設
○地域ケアシステム推進事業の実施【市受託】
○被災した世帯へのお見舞い金の支給
○善意銀行の運営
○ひきこもり当事者・家族のためのサロン
　「フリースペースフラット」の開催と個別
　相談の実施　
○行旅病人等への一時援護品の配布
○歳末たすけあい援護金の配布
○自立相談支援事業の実施【市受託】
○家計改善支援事業の実施【市受託】
○就労準備支援事業の実施【市受託】
○被保護者家計改善支援プラグラム事業の実施【市受託】
○被保護者就労準備支援プログラム事業の実施【市受託】新規
○きずなBOXの設置

※１　社協会員世帯については、無料で貸し出しています。

○元気シニアボランティア事業の実施
　　　　　　　　　　　　【市受託】 新規

本年度事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策により、一部事業の延期または中止をする場合があります。



4 社 協だより 第 63号

　多年にわたり社会福祉の発展に寄与された方々をたたえるとともに、地域福祉の重要性を再認識し、社会
福祉の進展に努めるため、社会福祉関係者や日頃から積極的に地域福祉の向上に努めている方々が一堂に会
する場として、第３回かすみがうら市社会福祉大会を開催し、３５０名の方々にご参加いただきました。式典で
は、社会福祉分野において多大なる貢献と活躍をされた１１８名の皆さまが、かすみがうら市社会福祉協議会
会長表彰を受賞されました。
　記念講演として、安藤和津氏を講師に迎え、「認知症は神様からのプレゼント」と題し、自身の介護体験や
女性の生き方などをお話しいただきました。

第３回かすみがうら市社会福祉大会

　かすみがうら市社会福祉協議会会長表彰の部　【順不同・敬称略】

民生委員児童委員（退任者を含む）
　石川　　洋　　　古渡　恒夫　　　竹村　愼一　　　桑原　博子　　　小曽根　智惠美　　塚田　安治
　塚本　智子　　　圓城寺　重男　　小貫　文夫　　　秋本　隆夫　　　櫻井　政男　　　　佐藤　義忠
　吉田　文男　　　藤田　敏子　　　君山　洋子　　　久保田　淳子　　山口　　實　　　　米田　佑子
　根本　　功　　　市川　富美子　　澤田　文男　　　鈴木　　薫　　　川井　　浩
　折本　幸子　　　中島　　昇　　　松庫　おりめ　　 佐賀　順子　　　小澤　久子
　樽見　節子　　　萩原　福次　　　齋藤　雅之　　　内海﨑　保生　　細川　直義
　島田　久美子　　黒澤　彰哉　　　阿部田　よしい　 糸賀　きみえ　 　星野　𠀋夫

社会福祉施設職員
ふるさと　  　櫻井　千穗
　　　　　　木幡　節子　
　　　　　　石上　美代子
　　　　　　長谷川　邦子
　　　　　　大庭　マリエッタ
　　　　　　齊藤　友加里
 　　　菊池　佐依子
 　　　羽鳥　香里　
 　　　浅原　理恵　
 　　　大山　敦史　
 　　　中久喜　涼子

しらうめ荘 　 岡野　恵美
　　　 田所　玲子　
　　　 富岡　隆幸　
　　　 宮下　昭子　
　　　 荒山　昌之　
　　　 村田　　剛　
　　　 長谷川　美幸
　　　 小室　和也　
　　　 染谷　一徳　
　　　 真家　愛美　
　　　 大部　智世　
　　　 帷子　由紀子

やまゆり保育所　田上　裕子　
　　 　　　　　井上　佳代　
 　　　　　石塚　祐子　
 　　　　　茅場　理沙　
 　　　　　菊地　あゆみ
 　　　　　磯山　聡子　
 　　　　　大塚　好恵　
 　　　　　海東　美由紀
 　　　　　山内　恵美子

今泉　みどり
 　　　　　小林　身江子
 　　　　　木村　啓子　

しらゆり荘　　　  石井　幸子　
 　　　　　 大関　景子　
 　　　　　 潮田　千晶　
 　　　　　 関根　百合子
 　　　　　 濱田　哲也　
 　　　　　 石橋　和久　

わかぐり保育所　 髙野　昌江　
　　　　　　　　髙橋　智子　　
　　　　　　　　市川　尚子　　
　　　　　　　　大西　　牧　　
 　　　　　小島　千恵　　
 　　　　　久保田　絵理子

メロディハウス　　小針　　惠
　　　　　　　　今村　恵美子
　　　　　　　　甲田　晶子　
　　　　　　　　大槻　則子　

第一保育所　　　福田　　裕　
永田　とし子    

　　　　　　　　海東　早苗　



かすみがうら市ファミリーサポートセンター
会　員　募　集！！

　ファミリーサポートセンターは、「お子様の預かり等をお願いしたい方（依頼会員）」と「預かり等を行い
たい方（援助会員）」による「会員制の相互援助組織」です。
　現在、預かり等を行っていただく  依頼会員・援助会員  を募集しています。

★依頼会員について★
　〇市内に住所を有する方、または市内に勤務している方。
　　生後６か月から小学校修了までのお子様がいる家庭が対象。

★援助会員について★
〇かすみがうら市内に在住で、心身共に健康であり、子育て支援に意欲のある２０歳以上の方。
〇お申込み後、センターが実施する講習会を受講していただきます。修了した方には会員証を発行し、
　会員証を受け取った方が活動に参加できます。
※令和２年度の講習会は、８月２１日・８月２６日・８月２８日の全３回を予定しております。
　援助会員のお申込みをされる方は、７月３１日までに住所・氏名・生年月日・連絡先をご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、中止とする場合があります。

★主な活動について★
〇児童等（生後６か月から小学校修了まで）の預かりを行います。
【活動例】
　・保育施設の保育開始前や保育終了後の預かり、保育施設等までの送迎。
　・冠婚葬祭や学校行事の際の預かり。
　・買い物等、外出の際の預かり。
　・学校の放課後、または放課後児童クラブ終了後の預かり。
【行えない活動】
　・市外での活動、自家用車での活動は行いません。預かり場所から徒歩圏内での活動になります。
　・宿泊を伴う預かり、早朝・夜間等の緊急の預かり、病児・病後児の預かりは行いません。

詳しくは、社会福祉協議会【029-898-2527】までお問合せ下さい。

おもちゃ図書館「ひよっこ」のご紹介

5社 協だより 第 63号

社会福祉協議会役員
　額田　源衛（理事）　　西尾　晴男（理事）  
　齋藤　和夫（評議員）　栗山　　実（評議員）　　大橋　秀昭（評議員）　　藤井　藤吉（評議員）
　今戸　英一（評議員）　川井　眞里子（評議員）　矢口　令子（評議員）　　石川　　一（評議員）

社会福祉団体役員
　山田　廣一（老人クラブ連合会副会長） 　　　佐藤　俊治（老人クラブ連合会副会長）
　小松﨑　三郎（老人クラブ連合会監事） 　　　北條　喜八（老人クラブ連合会理事）
　長谷川　里更（手をつなぐ育成会副会長）

心配ごと相談員
　原田　佳世子

社会福祉協議会職員　１０名



6 社 協だより 第 63号

♪ペットと一緒に児童の見守りをしませんか♪
　かすみがうら市社会福祉協議会では、住民の皆さまと一緒に住みやすい地域づくりを行う生活支援体制整備
事業を行なっています。
　この事業は、かすみがうら市からの委託事業です。事業の中で、主として地域づくりを考えているのが、地域
住民の皆さんで構成している協議体（助け合い・支え合いの地域づくりの集まり）です。協議体は、中学校単位
にあり、月１回開催しています。
　下稲吉中地区協議体と霞ヶ浦中地区協議体では、地域住民の皆さまに協力いただきながら、小学生の下校
における「ながら見守り」を実施しています。今回は、見守りバンダナをつけたペットと散歩しながら、「ながら見
守り」に協力してくださる方を募集しています。

令和２年度　ボランティア活動保険について
万が一の事故に備えて、加入をお勧めしています。
日本国内でのボランティア活動中の様々な事故による怪我や損害賠償責任を保証する保険です。

加入出来る方　　　かすみがうら市ボランティアセンターに登録されているボランティア、
　　　　　　　　　ボランティア団体。

対象となる活動　　日本国内における「自発的な意思により、他人や社会に貢献する無償のボラン
　　　　　　　　　ティア活動」で、次の①～③のいずれかに当てはまる活動。
　　　　　　　　　　①グループの会則に則り、企画・立案されたボランティア活動
　　　　　　　　　　②社会福祉協議会（ボランティアセンター）に届け出た活動
　　　　　　　　　　③社会福祉協議会に委嘱された活動
　　　　　　　　　　※危険を伴う活動など、対象にならない活動もありますので、
　　　　　　　　　　　詳しくは社会福祉協議会へお問い合わせください。

保険の種類　　　　基本プラン ： ３５０円　　　天災 ・ 地震補償プラン ： ５００円

【お申込み】
○社会福祉協議会　８時３０分～１７時１５分（土日・祝日を除く）
※必要事項をご記入いただいた後、バンダナをお渡しします。（無料）
対象：かすみがうら市内において、児童への「ながら見守り」をペットの散歩で行なっていただ
　　　ける方

※ながら見守りとは・・・散歩しながら、ウォーキングしながら、ご自身の
　　　　　　　　　　　　都合の中で、見守り活動を行うことです。

お問い合せ
かすみがうら市社会福祉協議会
【０２９－８９８－２５２７】

写真は４分の１のデザインです。
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かすみがうら市受託事業

かすみがうら市生活自立支援窓口のご紹介
かすみがうら市社会福祉協議会では、かすみがうら市より「自立相談支援事業」「就労準備支援事業」「家計

改善支援事業」を受託し、様々な理由で不安や困りごとで悩んでいる方に対し、相談や支援を行っています。

かすみがうら市生活自立支援窓口のご紹介

自立相談支援事業 就労準備支援事業

　すぐに就労することが困難な方に対して、
就労に向けた準備を行い、日常生活の自立や
社会生活の自立を目指していきます。
　「ひきこもり」「就職したいのに、なかなか
決まらない」「人とうまく話せない」「働くの
が怖い」などの就労への複雑な課題を抱えて
いる方への支援になります。

　自立相談支援事業で本人に必要な支援を把
握し、本人の状況に応じて支援を考えていき
ます。
　まずは、生活に困っていることについてお
話しください。

家計改善支援事業 住居確保給付金

　離職や休業等に伴う収入減少（本人の自己
都合ではないもの）により住居を失う恐れが
ある方へ、安心して就職活動をするため、期
限付きで家賃相当額を給付します。
　給付には収入や資産要件などの条件があり
ます。

　失業や借金などの問題を抱え、家計に問題
がある方に、家計を可視化して、債務整理の
お手伝いや将来に向けてのライフイベントへ
の備えを支援していきます。
　家計の収支バランスを把握し、適切なアド
バイスを行っていきます。
　「カード生活に頼っている」「公共料金が支
払えない」「貯金ができない」などのお金に
関する悩みがある方への支援となります。 自立に向け

一歩踏み出そう！

事例１　「働きたいが、仕事をすることに不安がある」
　仕事を探すには、ハローワークや求人情報誌などを使い、仕事を探していく必要があります。
　しかし、「人と話すことが苦手」「仕事の経験が少ない」「どんな仕事が自分に合うか分からない」など、
不安を抱えている場合があります。このような時は、まずは社会参加を始めていき、生活のリズムを整
えていく必要があります。一人ひとり自分のペースで踏み出せるように一緒に考え、お手伝いしていき
ます。

事例２　「生活費のやりくりが苦手で、支払いが滞ってしまう」
　家計を可視化（どのようにお金を使っているか把握する）して、支援員が家計に関することを見直し、
改善点や節約できることを見つけていきます。
　家計相談は、支払った内容（レシート・領収書など）を集めていき、食費や光熱費など、どの支払い
が多いか把握する必要があります。自分にできることから始め、無駄な出費を減らすことで、遅れがち
な支払いや将来に向けての貯蓄ができます。借金についても、無理のない支払い計画が必要となります。
　将来に向けた出費や、冠婚葬祭や医療費など、急な支出も出てきますので、少しずつ貯蓄をすること
が大切です。家計改善支援員が家計のお金のやりくりについて、お手伝いいたします。
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障がいのある子もない子も一緒にあそぼう

おもちゃ図書館 ひよっこ
おもちゃ図書館は、障がいの有無の枠を
越えて、ともに遊び交流し育ちあう場とし
て開催しています。

ひきこもりサロン

フリースペース フラット

ひきこもりがち
な方とその家
族のための集いの場です。 毎週木曜日

9：30～11：30
やまゆり館
対象：未就学児

必ず保護者同伴でご利用ください。

あじさい館

フラッと、お立ち寄りください

27日（土）
25日（土）

時間　13：30～16：00
場所　あじさい館　講座室

６月
７月

専門家の意見が聞いてみたい時は

なんでもかんでも相談
心理 ・ 精神
法律 ・ 医療
保育 ・ 障がい
の専門相談員が応じます。 

やまゆり館女性の家 あじさい館

法律相談は要予約 ！ 029-898-2527

20日（土）
18日（土）

時間　13：30～16：30

６月
７月

ちょっと悩みを聞いてほしい時は

心配ごと相談

予約不要　直接お越しください

時間（受付）13：30～15：00
相談終了15：30

法律は要予約、先着３名まで
※電話での相談は受けておりません

発行・編集：社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会　かすみがうら市社会福祉協議会広報委員会
住所 ： 〒300-0134　茨城県かすみがうら市深谷 3719－1 電話：029-898-2527【土日祝日・12/29～1/3を除く 8：30～17：15】
Ｆ Ａ Ｘ ： 029-898-3523　ＨＰ：http://www.kasumigauracity-shakyo.or.jp　E-mail： info@kasumigauracity-shakyo.or.jp

24日（水）
22日（水）

10日（水）
  8日（水）

６月
７月

かすみがうら市
社協キャラクター
かすみん

新型コロナウイルス感染症の拡大状
況により、開催を中止または延期する
場合があります。予めご了承ください。

６月１日より、かすみがうら市社会福祉協議会は、「かすみがうらウエルネスプラザ」（旧宍倉小学校）
（かすみがうら市宍倉５４６２番地）へ移転します。

事務所移転のお知らせ

現在下記の義援金を募集中です。皆さまのご協力をお願い
いたします。
　〇東日本大震災義援金（令和３年３月３１日まで）
　〇平成２８年熊本地震義援金（令和３年３月３１日まで）
　〇平成３０年７月豪雨災害義援金（令和２年６月３０日まで）
　〇令和元年８月豪雨災害義援金（令和２年８月３１日まで）
　上記以外の義援金も募集中です。詳細は、社会福祉協議
会へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

〇令和元年度台風第１９号災害義援金
・かすみがうら市女性団体代表者連絡協議会
　　　　　　　　　　　会長　酒井ミサ子　42,811円
・かすみがうら市民生委員児童委員協議会連合会　30,119円
・かすみがうら市ゴルフ連盟　12,185円
・匿名　10,000円
・匿名　10,000円
・匿名　  1,051 円

義　援　金　募　集義　援　金　報　告（順不同・敬称略）

皆さまからお寄せいただいた善意のこころをご紹介します。
お寄せいただいた善意は、ご寄付の趣旨に沿ってかすみがうら市の地域福祉向上の
ために活用させていただきます。（寄付金は、所得税法上の寄付金控除が受けられます）
　　　　　　　　　　　令和元年 12月7日～令和２年３月３１日　　順不同・敬称略

善 意
銀 行

●匿　　名　　　　　紙おむつ
預託品預託品

●真如苑　茨城本部
●土浦地域労働者福祉協議会
●タキロンシーアイ労働組合
●かすみがうら市カラオケ連合会
●匿　　名
●匿　　名
●匿　　名

　　　　200,000円
100,000円
13,086円
3,848円
30,000円
30,000円
10,000円

善 意
銀 行
善 意
銀 行

●七会地区女性会
●長谷川　哲史
●日下部　ちゑ子

古切手古切手

真如苑　茨城本部　様真如苑　茨城本部　様 土浦地域労働者福祉協議会　様土浦地域労働者福祉協議会　様

預託金預託金


